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調査研究実績 

の概要○○○ 

 自然薯には，滋養強壮，老化予防，更年期疾患の改善など，様々な生活習慣病の発症抑制効

果が期待されているが，これらの機能性に関する科学的な根拠は必ずしも明らかになっていな

い。私達は，自然薯の新規な食品機能性を探索するために、特に、プロスタグランジン(PG)E2合

成系をターゲットとして検討してきた。PGE2は，炎症や癌をはじめとする多くの慢性疾患に関与す

る脂質メディエーターである。病態時には，PGE2合成系酵素のうちシクロオキシゲナーゼ（COX）-

2と膜結合型PGE合成酵素（mPGES）-1の誘導によりPGE2が過剰に産生される。癌や炎症のモデ

ル細胞において、自然薯の50%エタノール抽出物はCOX-2とmPGES-1の発現を抑制し，癌細胞を

アポトーシスに導き、炎症性サイトカインの発現を抑制した。さらに、炎症を伴う皮膚癌誘導モデ

ルマウスにおいても、これら酵素の発現抑制と、PGE2ならびにPGD2の産生抑制、炎症性サイトカ

インの発現を抑制し、腫瘍形成抑制と炎症性細胞の浸潤低下をもたらした。以上の結果より、自

然薯のPGE2合成系酵素の発現抑制を伴う、抗炎症・抗腫瘍効果を実証した。 

 このような高機能性を有する自然薯を用いた高齢者食を開発するために，汎用性や低価格化

を目指して，㈱オート来夢ヨシオとの共同で、自然薯の低温乾燥後粉末を作製して、検討を行っ 
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た。自然薯や長芋の生と各濃度の自然薯粉末について、テクスチャー測定や動的粘弾性測定を

行い、自然薯粉末の嚥下困難者用食品基準について比較した。30%添加が加工食として、10-

30%濃度で増粘剤としての有効性が示された。今後は、特殊施設を必要としない、比較的簡便

で対象者への負荷を軽減した嚥下機能評価系を確立し、科学的な嚥下評価系を指標とした

高齢者用嚥下補助食の開発に向けて準備中である。 

 このような自然薯粉末を用いた新規レシピの開発と、官能試験や嗜好調査についても実施し

た。年齢や性別を限定せず、自然薯粉末の含有率を変えたアイスクリーム、ぜんざい（自然薯粉

含有餅）、マドレーヌなどの試作品の評価をおこなった。その結果、2-7%程度の自然薯粉末の添

加により良好な結果が得られた。今後はさらに改良と新規な加工食品へ応用を広げていきたい

と考えている。 

 これらの成果の一部は、成果報告の1, 2, 5と, 6th International Conference on Phosphplipaze A2 

and Lipid Mediators  (PLM2015)やその他国際学会（招待講演含む）4件，国内学会4件という成

果に結びついた。 
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